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・第 16回学生フォーミュラ大会 
執筆者：パワートレイン班 東野哲也 

シャシー班 西谷内凌 

  

9 月 4 日から 9 月 8 日にかけて開催された第 16 回全日本学生フォーミュラ大会に参加しました。

本大会では期間中に台風が接近し、大会 1 日目は各イベントが中止になるなど大きなスケジュール

変更があったものの、すべての審査が無事行われました。 

今年は昨年の反省を踏まえ、全種目に出走できるタイミングで車検合格を果たしました。しかし

動的審査のオートクロス競技出走直前にマシンから冷却水が漏れていることがわかり、修理に取り

かかるも出走締め切り時間に間に合うことができずリタイアとなってしまいました。次のアクセラ

レーション競技では、出走したもののマシンを制動できずスリップし、マシンがクラッシュしたこ

とにより残念ながら記録を残すことはできませんでした。総合順位は 77位で、本大会で目標として

いた全種目完走と総合 30位を達成することはできなかったものの、例年より車検をスムーズに通す

ことができたことは、富山大学フォーミュラプロジェクトにとって、大きな進歩となりました。 

 

＜静的審査＞ 

プレゼンテーション審査は学生のプレゼンテーション能力を評価することが目的で、「コンセプ

トに沿い、製造会社の役員に設計上の優れていることを確信させ、製作を依頼する」という仮想の

シナリオのもとで行われます。今大会では審査のコンセプトに沿って論理的に物事を進め、プレゼ

ンテーションの内容を補足するスライドを多く用意しました。それにより審査員を説得し、マシン

の製作依頼を軸とした内容の濃い、かつ違和感のないプレゼンテーションを行うことができました。 

プレゼンテーション審査スコア: 37.50 / 75 

 

デザイン審査とは事前に提出した設計資料と完成した

マシンをもとに、どのような技術を採用し工夫をしてい

るか、またその採用した技術が市場性のある妥当なもの

かを評価するする審査です。 

今年はマシンにおいて新設計した箇所をアピールしま

したが、問題を分析し、効果を評価するという V字プロ

セスが達成できていないという事を全体的に指摘されま

した。この V字プロセスの達成が私たちの今後の課題に

なります。 

デザイン審査スコア: 34.00 / 150 

  



コスト審査とは実際のマシンを見ながら事前に提出

したコストレポートの正確性、自主製作の度合い等を

確認し、レポートのコストと車両の適合を審査するも

のです。昨年はコストレポートに記載した工程や図面

の正確性を指摘されたこともあり、今年はそれらを正

確にして臨みましたが、重要部品の単体図面のみでは

その部品がマシンのどの位置に配置されているのかが

分からないとの指摘をいただきました。今後はマシン

製作の全体像がすぐわかるようなコストレポートを目

指します。 

コスト審査スコア: 9.44/100 

 

＜車検＞ 

各競技に出走するためには、全ての車検を受け、車両の安全性や設計要件の適合が認められる必

要があります。最初の車検では冷却ファンの安全保護不足、燃料タンク遮熱板の固定不足などの数

点を指摘されましが、すぐに修理工房にて対策品を取り付けて頂き、大会 2 日目に合格することが

できました。 

大会 3 日目には、アクセルを踏み込み指定の回転数

で排気音が 110db以下であることを確認する騒音試験、

燃料の漏れや横転の危険が無いかを車体を 60°に傾け

確認するチルト試験をスムーズに合格することができ

ました。 

その後のブレーキ試験では必須要件である 4 輪ロッ

クが確認されず、足回りの調節をするも解決には至り

ませんでした。点検したところブレーキ液のエア嚙み

を発見し、対策をした上で再車検を受けました。スケ

ジュールの関係により大会 4 日目にブレーキ試験を再

び受け、無事にすべての車検に合格することができました。 

  



＜動的審査＞ 

直線、ターン、スラロームとシケインなどで構成さ

れた約 800ｍのコースを 2 周走行するオートクロスで

は、出走直前の待機中に冷却水が漏れていることが発

覚し、修理に取りかかるも出走締め切り時間に間に合

うことができませんでした。原因としてウォーターポ

ンプが作動せず水温が高くなり、冷却ホースの締結が

甘かった箇所から漏れ出てしまったことが考えられま

す。 

 0-75ｍの加速性能を測るアクセラレーション競技で

は、出走したもののマシンを制動できずスリップし、

マシンがクラッシュしてしまいました。クラッシュ後、

衝撃吸収材であるインパクトアッテネータとステアリング系統の破損が確認され、アクセラレーシ

ョン競技やその他の審査には出場することができませんでした。 

 

 

 

 

 

  



・Ioxテスト走行 
執筆者：パワートレイン班 東野哲也 

 

9月 19日と 9月 20日の 2日間、IOX-AROSA様の駐車場をお借りして TF-03のテスト走行を行

いました。 

テスト走行ではまず大会のアクセラレーション競技と同様の 75mの直線を走り、加速性と直進安

定性を確かめました。実際の競技のタイム計測方法にできるだけ合わせて計測を行ったところ、最

速で 4.33 秒を記録しました。第 16 回大会の記録と比較すると、コンディションの違いはあるもの

の、アクセラレーション競技で 12位に入ることのできる記録でした。しかし、ドライバーのフィー

リングや撮影した映像から直進安定性がとても悪いことが分かりました。実際の競技のコース幅で

はコースアウトすることが考えられるため、解決すべき課題となりました。 

次に、ステアリングの応答性を確かめるために車線乗り移り試験を行いました。8m間隔のパイロ

ンを設置して試験したところ、カメラ映像から約 40km/h 進入のときはロール角 4°、約 60km/h 進

入のときはロール角 6°という結果が得られ、想定していた角度よりも大きいことが分かりました。

ロール角はステアリングの応答性に直結し、角度が大きいほど操作がしづらいマシンとなってしま

うため、これも解決すべき課題となりました。 

最後に、旋回時のエンジンオイルのエア噛みが起きていないかを調べました。右旋回、左旋回共

に、直線走行時にはみられなかった油圧の落ち込みがみられました。オイルパンの構造の問題やロ

ール角が大きすぎることなど様々な原因が考えられ、原因を把握し対策することがエンジン部門の

最重要課題となりました。 

 

    

 

  
車線乗り移り試験 定常円旋回試験 



・夢大学 in工学部 2018 
 執筆者：パワートレイン班 東野哲也 

 

9月30日に小中学生向けの体験イベントが富山

大学工学部で行われました。弊チームは大会に出

場した TF-03を展示し、参加した小中学生やその

保護者の方に搭乗体験して頂きました。また、エ

ンジンを始動している様子を実際に見てもらいま

した。普段なかなか見ることのないフォーミュラ

カーに、参加された皆さんは大変興味を持って下

さいました。将来、チームメンバーになってくれ

るかもしれない子供たちを前に、私たちのマシン

を披露する良い機会となりました。 

 

 

・リーダーより 
執筆者：プロジェクトリーダー 山田章史 

 

2018年度大会を率いたプロジェクトリーダーの山田です。 

2018年度大会に向けたスポンサーの皆様のご協力、真にありがとうございました。 

大会の結果は上記の通りでしたが、毎年着実にチームのレベルが成長しており、今年の大会でも過

去最速の車検合格、アクセラ初出走、台風の対応など素直に喜ばしいことは多くありました。しか

し、今回の動的審査出走で私達は今まで以上に、私たちが製作したマシンで走行するということの

現実を学びました。下記 URLの動画は私達が目の前で見ていた光景となります。 

 

YouTube 大会公式配信動画 https://youtu.be/CwFHrXhty-U?t=1589 

 

しかし、この衝撃的な映像を目の前で見ていたメンバーやドライバーは怯まず、様々な想いを胸 

に抱いて次を見据えて動き始めました。 

プロジェクトリーダーを現 2年生の寺本にバトンタッチすると、彼の指揮のもと大会では行えな

かった TF-03の本格走行、TF-03改善点の列挙、そして TF-04の構想に着手など、破竹の勢いで

2019年度の活動を開始。TUFの新たな歴史の一歩がここから始まるように感じました。 

新しい体制へ切り替わり活動を始めた TUFですが、今後ともご支援ご協力のほどよろしくお願い

致します。 

https://youtu.be/CwFHrXhty-U?t=1589


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ                     何かご不明な点などが御座いましたらこちらまでお願いします。 

〒9 3 0 - 8 5 5 5 

富 山 県 富 山 市 五 福 3 1 9 0  

創造工房プロジェクト A 室 

H P  h t t p : / / t u f . s u b . j p /  

E - m a i l アドレス f o r m u l a @ e n g . u - t o y a m a . a c . j p  

 

http://tuf.sub.jp/
mailto:formula@eng.u-toyama.ac.jp

